
2017年 5月 17日 

おもちゃ花火コンテスト(企画) 

火薬学会 煙火専門部会 

1. 目 的 

がん具煙火の楽しみを広く理解してもらうためにデザインと技術の観点から広く紹介する 

2. 概 要 

2.1ノミネータを人選(5人) 

2.2ノミネータによるノミネート 

2.3審査員を人選(6人) 

2.4審査員による審査 

2.5審査結果の発表 

2.6組織 火薬学会煙火専門部会一コンテスト実行委員会、後援 日本煙火協会 

3. 人 選 

3.1ノミネータ無給(コンテスト実行委員会が人選) 

がん具煙火に詳しい人物①小売販売者,②輸入業者,③製造業者,④主席検査員,⑤部会長(煙

火協会員による推薦品枠とする) 

3.2審査員無給,交通実費支給(コンテスト実行委員会が人選) 

①消費者(トイジャーナル誌より 1 名),②花火鑑賞士(鑑賞士会から 1 名推薦),③カメラマ

ン,④火薬学会,⑤部会長,⑥日本煙火協会関係者(煙火協会長または東京地区会長) 

3.3コンテスト実行委員無給,煙火部会中に開催 

煙火専門部会員と煙火協会員から構成 

4. ノミネート方法 

市販のがん具煙火のうち各部門から優秀なものを紹介する。 

部門は,①手持ち花火(線香花火を除く),②線香花火,③地上花火(地上噴出,回転,ねずみ花火そ

の他走行),④打上花火,⑤ユニーク花火(①から④以外のその他,ロケットその他飛翔,クラッカ

ーその他音もの,金魚,ヘビ,煙)とする。 

ノミネータが,SF マーク付きの市販のがん具煙火を実行委員会にノミネートする。一人当た

り 1部門につき最大 5製品名(線香花火は 1製品名)と理由を記す。 

5. 審査方法 

各審査員が現象効果を 10 点満点で採点する。ノミネート品のうち 1 つを標準品(5 点)とする。

パッケージは採点対象としない。採点結果の集計方法は,単純集計方式,上下カット方式,標準

偏差方式から検討する。 

6. 発表方法 

順位を付けて,各部門トップ 3製品を理由を付して発表する(品名と製品写真)。 

「2017おもちゃ花火コンテスト○○部門○賞(後援○○)」等小売店で使用可とする。 

7. スケジュール 

7.1 実行委員会(12月 15日開催) 

7.2 ノミネータ,審査員を委嘱(2017年 3月 25日決定) 

7.3 ノミネート期限(2017年 4月末) 

7.4 コンテスト実施(2017年 5月 28日（日） 17時～20時（審査は 18時～19時 30分） 

東京都台東区隅田公園山谷堀広場 

8.その他 

・参加者は審査員と実行委員会を含む 20～30名を想定。 

・ノミネータ,審査員の人選,ノミネート製品についてはメールにて情報共有を行う。 

以上 


